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１．当該年度における研究開発の実施概要 

 

（１）研究開発概要 

世界に先駆けて開発した１５０℃の耐熱性を有する再利用可能な独自の無電解金めっき（ＥＬＧＰ）ナノポ

アを用い、読み出し精度を向上させ、シークエンスライブラリとベースコーラーを開発することにより、紐状の

生体分子である長鎖ＤＮＡ・ＲＮＡ・ペプチドを、シークエンス温度の操作により一気通貫で解読する、高温

でのシークエンス可能な革新的シークエンサーを開発します。 

 

（２）実施内容と成果の概要（研究開発開始から当該年度末まで） 

令和 6（2024）年度 

無電解金めっき（ＥＬＧＰ）ナノポアは、電子線リソグラフィ(EBL)、MEMS プロセス、ELGP プロセスにより作

製しました。Pt/SiO2/Si 構造の表面の Pt/SiO2 層にスルーホールビアを電子線リソグラフィ(EBL)と反応性イ

オンエッチング(RIE)で開け、ナノポア直下の Si をアルカリ異方性エッチングで除去し、スルーホールビアで

貫通したメンブレン構造を作製しました。提案者が自ら開発した ELGP プロセスを用いて、多結晶の白金ポ

ア表面に金をヘテロエピタキシャル成長させ、ポア径を狭窄して、ELGP の自己停止機能でめっきを停止さ

せ、金ナノポアを作製しました。2024 年度はこの ELGP ナノポアプロセスの作製手法の確立と最適化を進

めました。DNA 通過時の電流波形の取得を進め、ベースコールに向けて、ライブラリ開発、ベースコーラー

の開発を行いました。 
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